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P波極性解析による震央方位の推定法の改良に向けた検討
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極性解析(Polarization analysis)は、波の振動特性を分析するものであり、電磁気学や光学、地震学などで発
展してきた。地震学では、振動特性の異なるP波、S波、表面波 などの区別や、地震波形中の注目する波の強調
(例えば、Flinn, 1965)などに用いられてきた。また、緊急地震速報や鉄道の早期地震警報システムでは、P波
の振動方向に基づく震央方位の推定 (例えば、Smart and Sproules(1981)、気象研究所(1985)、野田・他
(2011))に用いられている。 
極性解析による震央方位推定の精度 や即時性の向上は、震源過程解析や緊急地震速報等の高度化につながる可
能性があり、重要である。本研究では、2003年から2015年までに日本およびそ の周辺で発生した54個の地震の
データを用いて、P波初動部分の極性解析による震央方位の推定法の改良に向けた検討を行った。その結果、速
度波形を用いた 場合、変位波形を用いた場合と比べて、推定誤差が約15%少ないことが分かった。 
しかしながら、現段階では変位波形、速度波形ともに、加速度波 形から積分する際に格子型フィルタ(木
下、1986)を用いたのみで、バンドパスフィルターは適用していない。このため、変位波形に関しては長周期ノ
イズ の除去が不十分で推定誤差が速度波形を用いた場合と比較して大きくなっている可能性もある。 
このため、推定誤差が最小となるようなフィルターの種類や、フィルターを適用する周波数帯域の最適な設定
について検討する必要がある。 
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